
評価 評価 自己評価 改善方策 意見等

4 教ア「授業でめあてと振り返りを実践している」と肯定的な回答90%以上 4 児アで「学習は楽しく・分かりやすい」と肯定的な回答　80%以上

3 教ア「授業でめあてと振り返りを実践している」と肯定的な回答80%以上 3 児アで「学習は楽しく・分かりやすい」と肯定的な回答　70%以上

2 教ア「授業でめあてと振り返りを実践している」と肯定的な回答70%以上 2 児アで「学習は楽しく・分かりやすい」と肯定的な回答　60%以上

1 教ア「授業でめあてと振り返りを実践している」と肯定的な回答70%未満 1 児アで「学習は楽しく・分かりやすい」と肯定的な回答　60%未満

4 教アで「校内やまなびの教室と児童の支援が共有できている」と肯定的な回答80%以上 4 児アで「学校生活は楽しいですか」の項目で肯定的な回答90%以上

3 教アで「校内やまなびの教室と児童の支援が共有できている」と肯定的な回答70%以上 3 児アで「学校生活は楽しいですか」の項目で肯定的な回答80%以上

2 教アで「校内やまなびの教室と児童の支援が共有できている」と肯定的な回答60%以上 2 児アで「学校生活は楽しいですか」の項目で肯定的な回答70%以上

1 教アで「校内やまなびの教室と児童の支援が共有できている」と肯定的な回答60%未満 1 児アで「学校生活は楽しいですか」の項目で肯定的な回答70%未満

4 教アで「研究授業をとおして、授業改善を図った」と肯定的な回答100% 4 保アで「深く考えすすんで学習する子に育っている」と肯定的な回答80%以上

3 教アで「研究授業をとおして、授業改善を図った」と肯定的な回答80%以上 3 保アで「深く考えすすんで学習する子に育っている」と肯定的な回答70%以上

2 教アで「研究授業をとおして、授業改善を図った」と肯定的な回答70%以上 2 保アで「深く考えすすんで学習する子に育っている」と肯定的な回答60%以上

1 教アで「研究授業をとおして、授業改善を図った」と肯定的な回答70％未満 1 保アで「深く考えすすんで学習する子に育っている」と肯定的な回答60%未満

4 教アで「問題行動に対し、早期対応・早期解決に努めている」と肯定的な回答100% 4 保アで「楽しく学校生活を送っている」と肯定的な回答80%以上

3 教アで「問題行動に対し、早期対応・早期解決に努めている」と肯定的な回答90%以上 3 保アで「楽しく学校生活を送っている」と肯定的な回答70%以上

2 教アで「問題行動に対し、早期対応・早期解決に努めている」と肯定的な回答80%以上 2 保アで「楽しく学校生活を送っている」と肯定的な回答60%以上

1 教アで「問題行動に対し、早期対応・早期解決に努めている」と肯定的な回答80%未満 1 保アで「楽しく学校生活を送っている」と肯定的な回答60%未満

4 教ア「４つのあ」を意識させた指導に努めている」と肯定的な回答100% 4 児アで「挨拶・集まり・後片づけ・安全」の肯定的な回答90%以上

3 教ア「４つのあ」を意識させた指導に努めている」と肯定的な回答90%以上 3 児アで「挨拶・集まり・後片づけ・安全」の肯定的な回答80%以上

2 教ア「４つのあ」を意識させた指導に努めている」と肯定的な回答80%以上 2 児アで「挨拶・集まり・後片づけ・安全」の肯定的な回答70%以上

1 教ア「４つのあ」を意識させた指導に努めている」と肯定的な回答80%未満 1 児アで「挨拶・集まり・後片づけ・安全」の肯定的な回答70%未満

4 教ア「月の重点を基に、一声指導の実施状況」毎日 4 保アで「安全対策は適切である」と肯定的な回答80%以上

3 教ア「月の重点を基に、一声指導の実施状況」週２．３回 3 保アで「安全対策は適切である」と肯定的な回答70%以上

2 教ア「月の重点を基に、一声指導の実施状況」週1回 2 保アで「安全対策は適切である」と肯定的な回答60%以上

1 教ア「月の重点を基に、一声指導の実施状況」月２回以下 1 保アで「安全対策は適切である」と肯定的な回答60%未満

4 教ア「各種のきまりを基に、指導をしている」と肯定的な回答100% 4 児アで学習・生活習慣についての項目で肯定的な回答90%以上

3 教ア「各種のきまりを基に、指導をしている」と肯定的な回答90%以上 3 児アで学習・生活習慣についての項目で肯定的な回答80%以上

2 教ア「各種のきまりを基に、指導をしている」と肯定的な回答80%以上 2 児アで学習・生活習慣についての項目で肯定的な回答70%以上

1 教ア「各種のきまりを基に、指導をしている」と肯定的な回答80%未満 1 児アで学習・生活習慣についての項目で肯定的な回答70%未満

4 教ア「児童の実態を基に、学力や体力の向上に努めている」と肯定的な回答90%以上 4 児アで「学習の振り返りや体力づくりに励んでいますか」の項目で肯定的な回答90%以上

3 教ア「児童の実態を基に、学力や体力の向上に努めている」と肯定的な回答80%以上 3 児アで「学習の振り返りや体力づくりに励んでいますか」の項目で肯定的な回答80%以上

2 教ア「児童の実態を基に、学力や体力の向上に努めている」と肯定的な回答70%以上 2 児アで「学習の振り返りや体力づくりに励んでいますか」の項目で肯定的な回答70%以上

自主学習への先生の温かい
コメントが子供の学びへの
意欲につながっている。意
欲を引き出す工夫を先生方
が進めていることが素晴ら
しく学力向上につながって
いる。

AB

児童が主体的に考えられる
「めあて」が大事である。教
師が具体的で明解な児童の
姿、内容をもち、各教科で児
童の達成度、満足度が増すよ
う研究・研修をさらにすすめ
ていく。

B

子供同士でトラブルがあっ
たときも、子供の話を聞い
て適切に指導してくださっ
ている。民生・児童委員と
も共有しており、地域で子
供を見守り、育てることが
できる。

授業参観をしたときに、工
夫して授業を進めていた。
研究・研修を熱心に行い、
互いに見合いながら、より
よい授業を行うよう継続し
てほしい。

A

ОＪＴを全教職員で実施する
ために、グループを作って参
観し合う。授業参観後、授業
者に授業の感想等を伝える仕
組みを構築し、日頃の授業で
も、深く考える学習の工夫を
していく。

B

先生方は、子供をよく見
て、一人一人に寄り添った
指導をしてくれている。特
別な支援を必要とする子供
に対しての組織的な支援は
引き続き丁寧に行っていた
だきたい。

「４つのあ」の挨拶を重点目
標とし、教師が児童の目を見
て、先に挨拶をし、模範とな
るようにする。家庭や地域で
の協力も求め、見守ってくだ
さる方に感謝の気持ちをもた
せる。

B A

顔見知りであれば、地域の
方への挨拶もしっかりとで
きている。引き続き児童が
元気にできるよう、大人か
らもすすんで挨拶するよう
にしていくことが大事であ
る。

学力は、自主学習等もあ
り、学習する習慣がついて
いる。
体力は、習い事で運動して
いる子と、していない子と
で差があるため、運動の工
夫をしてほしい。

4

学習では、振り返りシートや
ミライシードを活用しなが
ら、日常的に復習し、基礎・
基本の定着に努めた。
今年度は、楽しく運動できる
よう、体力向上委員会より
様々な運動の提案ができた。

学力は、既習事項を定着さ
せ、自力解決ができるように
する。体力は、全校で体力づ
くりができる内容を継続して
いく。休み時間の校庭の使い
方を工夫し、運動がしやすい
環境をつくる。

B B

帰りの会の声掛けや、下校時
学級でまとまって校門まで見
送りをし、開錠時には校門に
管理員が立つようにした。
不審者対応では、訪問者の名
前と用件の確認を徹底してい
る。

避難訓練では「自分の身は自
分で守る」を意識させ、登下
校時、家庭でもできるように
積み重ね、安全教育を徹底し
ていく。交通安全、不審者対
策は、声掛けを継続する。

A A

「安全・安心」を踏まえた
経営方針が徹底されてい
る。児童の安全を守りたい
気持ちは、学校、保護者、
地域も一緒である。共に考
え、連携していきたい。

4

4

4

児童の実態に応じて、年度
末、きまりの見直しをした
り、毎週の生活指導夕会で、
全教職員の共通理解をしたり
している。全教職員が同一歩
調で取り組めるようにしてい
る。

落ち着いて学習に取り組むと
いう点で、学習規律の徹底や
学習形態の工夫がさらに必要
である。児童が安心して主体
的に考え、学び合うことがで
きる学習環境づくりをしてい
く。

B A

先生方が協力し合って、行
動されており、よい学校運
営がなされている。小梅小
のきまりを意識して、落ち
着いた教育活動を行えるよ
う、引き続きお願いした
い。

「４つのあ」を常に掲げるこ
とにより、意識して行動する
ことができた。学校内では、
挨拶相撲や先生から100人挨
拶運動で挨拶できているが、
旗当番の保護者や地域の方に
は、効果がみられない。

令和７年度　墨田区立小梅小学校　学校経営計画・経営報告書（自己評価・学校関係者評価）
作成者　校長　増渕　裕美

目指す教師像 明るく元気で爽やかに毎日を送れる、小梅小学校の教師集団であり続けたい

まなびの教室での授業の様子
や特別指導巡回教員との共有
する時間が少ない。設定され
た時間だけでは、十分な情報
共有ができていない。クラス
とまなびの教室の様子が異な
ることが多い。

特別指導巡回教員と担任が必
要としている内容を簡潔に伝
えられるようにする。まなび
の学習が、クラスの集団でも
活用できるよう、具体的な手
だてを共有できるようにす
る。

4

3

B A

　特別な支援を必要とする子供に
対して、組織的な支援等を行う。
〇生活指導上の課題を、毎週金曜
日を定例会とし、情報交換を行う
とともに、同一歩調での指導を徹
底する。

　いじめ、不登校等の予防や解決
に向けた組織的な取組等を行う。
〇本校の生活指導上の最重要課題
に位置付け、いじめ、不登校の未
然防止、早期発見、早期対応に努
める。

3

　教員の指導力・授業力の向上の
ための、組織的な取組等を行う。
〇研究授業をとおして、授業改善
を行い、充実を図る。

〇各学年、専科の研究授業と管理
職による授業観察３回を設定し授
業力向上を目指す。また、教員同
士で見合える環境を作り授業後の
リフレクションにも参加して授業
力を養う。

3

担任と保護者だけではなく、
学年、養護教諭、SCと連携し
て、情報収集をし、複数で対
応している。時には、SSWに
もつなげ、学校、家庭が同じ
見解で対応できるようにして
いる。

学校と家庭の連絡協議会を年
２回開き、民生・児童委員や
地域の方の協力も得て、対策
を考えている。今後も、学校
と地域が連携して、子供だち
を見守り、情報共有して、よ
りよい環境をつくっていく。

B

学校関係者評価
分析 改善方策

全学年の研究授業では、事前
授業を行い、授業後の協議会
で、さらによりよくするため
に改善点を話し合えた。研究
授業だけでなく、普段の授業
でも見合い、授業改善に努め
たい。

１時間の学習内容が分かる
「めあて」をしっかりと立て
ることで振り返りにつなげ
る。単元の終わりに振り返り
を書かせることにより、本時
の学習の理解度を見取ること
ができた。

学校教育目標 ◎深く考える子　〇思いやりのある子　〇たくましい子

小梅小学校に関わる人にとって「魅力ある学校」を創造する

～　子供たち一人一人が輝き、「夢」や「希望」がもてる学校へ　～

　＜祝　開校105周年＞　伝統を大切にし、笑顔と感謝あふれる小梅小へ

①意欲をもって自らが学び、地道に努力し、自分の考えを高めようとする子

②自分を大切にし、友達のよさを認め、相手の気持ちを考えて行動しようとする子

取組指標 成果指標

3 4
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項目 取組目標 具体的方策

生
活
指
導
等

　危機回避能力の育成や子供の安
全を確保するための取組等を行
う。
〇年間11回の避難訓練を行うとと
もに、緊張感をもって取り組み、
自分の命は自分で守る意識を高め
る。

〇安全指導日での毎月の指導や朝
の会・帰りの会での「一声指導」
を実施
○不審者対応、風水害等、予測で
きないあらゆる状況を想定して行
う。

3

　基本的な生活・社会習慣、人間
関係づくりのための心の教育等に
取り組む。
〇基本的な生活習慣「４つのあ
（挨拶・集まり・後片付け・安
全）」の確立に努める。

〇校長講話や道徳の時間、学校行
事などをとおして、自己の生活を
振り返ることができるようにす
る。
○挨拶相撲の実施と教職員から挨
拶、時間と次への行動を意識した
集まりを徹底する。

3

学
校
の
管
理
運
営

　経営方針に基づいた、組織的な
教育活動・学校運営等を行う。
〇校内環境を整備し、児童が落ち
着いて学習に取り組み、安心・安
全に生活できるようにする。

〇よい生活の習慣化（学習・生
活・健康）をめざし、全教職員同
一歩調で取り組む。
「小梅スタンダード７」や「小梅
の子供の一日」、「学校のきま
り」の徹底する。

　子供の実態に合わせた教育目標
設定及び学校評価等を適切に行
う。
〇学力・体力向上を目指し、
組織的・計画的に行っていく。

〇振り返りシートやミライシード
を活用し、学力の向上に努めた
り、一校一取組、一学級一取組を
基に、運動を行い体力維持に努め
たりする。

目指す学校像

目指す児童像

〇特別支援教育の充実を図ため、
毎月１回の特別支援校内委員会と
まなびの教室との情報交換を行
う。
○毎週の生活夕会でより効果的で
具体的な対応を共有する。

〇１時間の授業は「めあて」が明
確であり、かつ振り返りを確実に
行う授業。
○児童一人一人の学習進度に合わ
せた学習方法を展開できるように
工夫する。

　確かな学力を育てるための、分
かりやすい授業を実施する。
〇授業や朝学習、家庭学習等で繰
り返し学習を行い、基礎学力の習
熟を図る。

各
教
科
指
導
等

〇児童のトラブルをその日のうち
に保護者に伝え、早期対応・早期
解決を目指す。トラブル対応は担
任一人で解決しようとせず、複数
の教員を交え保護者と話合いをも
つ。

3

3

〇令和７年度 学校経営計画における重点内容

➀確かな学力の定着と向上・・・「分かる」、「できる」、「楽しい」つまり「学びがい」のある授業を

実践

➁豊かな心を育成する・・・自尊感情や自己肯定感を醸成する

➂体を鍛え、健康に生活する力を培う・・・「もう無理」と思ったところからもう１歩・もう１回」頑張

れる体と諦めない心づくり

➃安心・安全な教育環境づくり・・・「小梅スタンダード７」、「小梅の子供の一日」等、学校のきまり



1 教ア「児童の実態を基に、学力や体力の向上に努めている」と肯定的な回答70%未満 1 児アで「学習の振り返りや体力づくりに励んでいますか」の項目で肯定的な回答70%未満

4 教ア「タブレット端末を積極的に実践している」と肯定的な回答90%以上 4 児アで「タブレット端末で自分の考えをまとめることができる」と肯定的な回答90%以上

3 教ア「タブレット端末を積極的に実践している」と肯定的な回答80%以上 3 児アで「タブレット端末で自分の考えをまとめることができる」と肯定的な回答80%以上

2 教ア「タブレット端末を積極的に実践している」と肯定的な回答70%以上 2 児アで「タブレット端末で自分の考えをまとめることができる」と肯定的な回答70%以上

1 教ア「タブレット端末を積極的に実践している」と肯定的な回答70%未満 1 児アで「タブレット端末で自分の考えをまとめることができる」と肯定的な回答70%未満

4 教ア「週１回以上情報を発信し、児童の様子を伝えている」と肯定的な回答100% 4 保アで「学校の様子が地域や保護者に伝えられている」と肯定的な回答80%以上

3 教ア「週１回以上情報を発信し、児童の様子を伝えている」と肯定的な回答80%以上 3 保アで「学校の様子が地域や保護者に伝えられている」と肯定的な回答70%以上

2 教ア「週１回以上情報を発信し、児童の様子を伝えている」と肯定的な回答70%以上 2 保アで「学校の様子が地域や保護者に伝えられている」と肯定的な回答60%以上

1 教ア「週１回以上情報を発信し、児童の様子を伝えている」と肯定的な回答70%未満 1 保アで「学校の様子が地域や保護者に伝えられている」と肯定的な回答60%未満

4 教ア「うめのみの活動や図書館の環境が読書意欲を高めている」と肯定的な回答90%以上 4 児アで「うめのみ（読み語り）の活動は楽しい」と肯定的な回答80%以上

3 教ア「うめのみの活動や図書館の環境が読書意欲を高めている」と肯定的な回答80%以上 3 児アで「うめのみ（読み語り）の活動は楽しい」と肯定的な回答70%以上

2 教ア「うめのみの活動や図書館の環境が読書意欲を高めている」と肯定的な回答70%以上 2 児アで「うめのみ（読み語り）の活動は楽しい」と肯定的な回答60%以上

1 教ア「うめのみの活動や図書館の環境が読書意欲を高めている」と肯定的な回答70%未満 1 児アで「うめのみ（読み語り）の活動は楽しい」と肯定的な回答60%未満

4 教ア「ＰＴＡや地域町会の行事等に協力している」と肯定的な回答80%以上 4 保アで「学校はＰＴＡや地域の行事等に協力している」と肯定的に回答80%以上

3 教ア「ＰＴＡや地域町会の行事等に協力している」と肯定的な回答70%以上 3 保アで「学校はＰＴＡや地域の行事等に協力している」と肯定的に回答70%以上

2 教ア「ＰＴＡや地域町会の行事等に協力している」と肯定的な回答60%以上 2 保アで「学校はＰＴＡや地域の行事等に協力している」と肯定的に回答60%以上

1 教ア「ＰＴＡや地域町会の行事等に協力している」と肯定的な回60%未満 1 保アで「学校はＰＴＡや地域の行事等に協力している」と肯定的に回答60%未満

保護者と教員とコミュニ
ケーションが円滑にとるこ
とは、学校運営で大切なこ
とである。子供たちのため
に、学校・家庭・地域が連
携して取り組める体制を更
に推進していただきたい。

図書ボランティアを活用し
た読書活動は、長く続き、
素晴らしい。読み語りは、
子供たちも楽しみにしてい
るため、ボランティアの方
に、感謝し、活動を続けて
ほしい。

朝読書だけでなく、集会や小
梅まつり等、季節や行事に応
じた読み聞かせや掲示があ
り、読書意欲が増す環境であ
る。保護者・地域の方のボラ
ンティアと学校司書とも連携
していく。

学力は、自主学習等もあ
り、学習する習慣がついて
いる。
体力は、習い事で運動して
いる子と、していない子と
で差があるため、運動の工
夫をしてほしい。

タブレット端末を十分に活
用して、自分の考えをまと
め、進められる点はよい。
書いて考える時間も必要で
ある。家庭でのタブレット
使用時のルールを徹底して
いきたい。

Facebook等で学校行事や学習が
発信され、子供たちの様子がよ
く分かってよい。時代の変化と
ともに行事も変化しているが残
していくものは残していき、こ
れまでの人たちへの配慮も忘れ
ないでほしい。

4

周年行事では、協賛会や実行
委員会の皆様とともに、記念
行事を行うことができた。子
供たちは、小梅小囃子等の伝
統を受け継ぐことに誇りをも
ち、児童が活動できている。

ＰＴＡ、地域の方々の協力、
保護者の皆様の御理解に感謝
し、今後も教職員が参加でき
るようにする。
よき伝統を受け継ぐことに誇
りと責任をもち、後生に伝え
られる児童を育てる。

A A

4

教員のタブレット端末を活用
した授業展開も日常化してお
り、児童間の共有も活発であ
る。ロイロノートを活用し
て、自分の考えをまとめ、友
達と意見を比べて考える学習
ができている。

4

学習では、振り返りシートや
ミライシードを活用しなが
ら、日常的に復習し、基礎・
基本の定着に努めた。
今年度は、楽しく運動できる
よう、体力向上委員会より
様々な運動の提案ができた。

学力は、既習事項を定着さ
せ、自力解決ができるように
する。体力は、全校で体力づ
くりができる内容を継続して
いく。休み時間の校庭の使い
方を工夫し、運動がしやすい
環境をつくる。

B B

B A

タブレット端末とノートの活
用は、学習内容に応じて効果
的に取り入れていく。
一人１台タブレット端末が効
果的な使用となるように実践
事例を共有し、充実を図る。

4

毎月図書ボランティア「うめ
のみ」による読み聞かせや読
み聞かせ集会があり、子供た
ちは楽しみにしている。図書
整理ボランティアによる季節
を感じる掲示が読書効果を高
めている。

ホームページやFacebookの更
新・学校だより・保護者会の
内容の充実・正門掲示板の更
新等、教育方針や日常の教育
活動の様子などを発信し、児
童の様子が伝わるように努め
た。

Facebookの更新と同時にホー
ムページでも見られるように
したが、即時にお知らせでき
ないこともあり、学年によっ
て差が生じるため、日常の様
子も伝えられるようにしてい
く。

4

A A

B A

〇学校だより、HP、SMS、保護者
会、正門掲示板等を活用して、教
育活動の見える化を意識して情報
を発信していく。

4

3

4

3

　適切な教育活動が行える教育環
境・設備等を整える。
〇タブレット端末を活用した授業
を実施する。

〇タブレット端末を活用した授業
を実施、個別の考えを記録し、友
達の考えを共有できる授業を行
う。

　保護者や地域の理解や協力を得
た教育活動を行う。
〇読み語りボランティア「うめの
み」図書整理ボランティア等地域
のボランティアを推進する。

〇読み語りボランティア「うめの
み」図書整理ボランティア等地域
のボランティアを活用し、読書好
きな児童を育成する。

　伝統を受け継ぎ、地域・児童・
保護者・教職員と共に思いを共有
する。
〇開校105周年記念行事を年間を
通して行い、学校や地域のよさを
知り、伝統を守り、感謝の気持ち
をもつ。

　教育方針や日常の教育活動の様
子などを工夫して分かりやすく伝
える取組等を行う。
〇学校情報・児童の安全情報を地
域町会保護者に迅速・正確に伝え
る。

学
校
の
管
理
運
営

　子供の実態に合わせた教育目標
設定及び学校評価等を適切に行
う。
〇学力・体力向上を目指し、
組織的・計画的に行っていく。

〇振り返りシートやミライシード
を活用し、学力の向上に努めた
り、一校一取組、一学級一取組を
基に、運動を行い体力維持に努め
たりする。

〇ＰＴＡや地域町会主催の行事や
イベントに参加することによっ
て、教員が地域との連携を深め、
周年行事を年間を通じて実施して
いく。

家
庭
・
地
域
連
携

3

〇令和７年度 学校経営報告のまとめ（総括）

「子供は楽しく学校に通っている」というアンケート項目に対して96％の保護者が肯定的な意見であった。また、「小梅っ子

は、『思いやりのある子』に育っている」90％、「保護者会の内容・説明は適切である」95％の項目に対しても高い評価を得

られた。「学校に対する信頼はかなり厚く、その信頼に応えられる教育を推進していかなければならない。その一方で、「友達

や地域の人に元気よく挨拶をしている」の項目は、54％で、昨年度と変わらず低い値である。校内では様々な挨拶を交わしてい

るが、「いつでも、どこでも、誰にでも」とはいかない。日頃から見守っていただいている方に感謝し、挨拶ができるよう、大

人が見本となるようにしていく。子供・保護者と地域・教職員ともに「三方よし」の評価を目指して、開かれた学校と家庭・地


